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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒト胎盤は、胎児の生存と発育を支えるホルモン、酵素、その他の分子を産生する多ホルモン性内分泌器官です。妊娠特異的β-1糖タンパク質（PSBG、PSG）は、合胞体栄養芽層の主要産物であり、妊娠満期の女性の血清中濃度は100～290 mg/lに達します（Horne et al., 1976 [PubMed 971765]）。 PSGは、免疫グロブリン（Ig）スーパーファミリーのメンバーです（Watanabe and Chou, 1988 [PubMed 3257488]; Streydio et al., 1988 [PubMed 3260773]）。[OMIM提供、2009年10月]。発育段階：PSBGは妊娠中に大量に産生されます。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。CEAファミリー。,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含みます。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを3つ含みます。,
	研究分野
	タグと細胞マーカー; 細胞タイプマーカー; その他の細胞タイプ
	画像データ
	

	PSG1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

